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研  究  目  的 

 

肝転移のスクリーニングには，広く CT が用いられている．単純 CT と造影 CT を比較する

と，多くの肝転移では造影 CT のほうが明瞭に描出される．しかし血流の豊富な肝転移の場合

には，むしろ造影 CT よりも単純 CT のほうが明瞭に描出されることがある．そのため実臨床

では，肝転移のスクリーニングの際に単純 CT と造影 CT 両方の撮像が行われている． 

最新の dual energy CT（DECT）では，造影 CT のデータから後処理で仮想単純 CT を作成す

ることができる．最近の仮想単純 CT に関する研究では，肝臓をはじめとする一部の正常臓器

の CT 値は，仮想単純 CT では単純 CT にかなり近いことが示されている．しかし，肝転移にお

ける仮想単純 CT の有用性を検討した研究はまだ少ない．もし，仮想単純 CT での肝転移の描

出の程度が単純 CT と同等であれば，単純 CT の撮像を省略することで患者の被ばく軽減と撮

影時間の短縮が可能となる．そのため，肝転移の検索において，単純 CT を仮想単純 CT に代

替できるかは重要な問題である． 

本研究では，造影 CT で同定が困難な肝転移に対する仮想単純 CT と単純 CT の検出能を評価

することを目的とした． 

 

 

研  究  方  法 

 

 2018 年 4 月から 2019 年 9 月の間に，当院の DECT（RevolutionCT; GE ヘルスケア社）で単

純 CT と造影 CT の両方を撮像した肝転移患者 266 例を後ろ向きに同定した．肝転移の診断は，

病理学的評価は行わずに CT の読影結果のみに基づいて決定した．3 人の診断放射線科医が画

像を後ろ向きに評価したところ，19 人の患者（7.1％）において，肝転移は門脈相または平衡

相の造影 CT では不明瞭であり，単純 CT では明瞭に特定しうると判断された．本研究では，

19 例（男性 8 例，女性 11 例，平均年齢 61.7 歳［範囲 41～85 歳］）43 病変を対象として評価

した．原発巣は，神経内分泌新生物が 5 例，乳癌と肺癌が各 3 例，膵癌，胆管癌，直腸癌，

腎癌，副腎癌，消化管間質腫瘍が各 1 例であった．CT 撮像時にすでに化学療法を受けていた

症例は 17 例，未治療の症例は 2 例であった． 

 本研究では，単純 CT と，門脈相または平衡相の造影 CT のデータを使用した． 

 仮想単純 CT は，門脈相または平衡相の造影 CT から VUE ソフトウェア（Material Suppressed 

Iodine [MSI]；GE ヘルスケア社）を用いて作成し，1.25 mm 厚で再構成した． 

 各患者の肝転移は，なるべく大きい病変，かつ造影 CT で病変と肝実質の間のコントラスト

が単純 CT よりも低いことを基準に，最大 3 つまで選択した． 

 仮想単純 CT および単純 CT について，肝転移と肝実質の CT 値を測定した．肝転移の関心領

域（region of interest; ROI）は可能な限り大きくなるように設定した．肝実質については，

前区域，後区域，外側区域に直径 10mm の円形の ROI を置き，平均の CT 値を求めた． 

さらに，仮想単純 CT と単純 CT それぞれについて，肝実質と肝転移のコントラストを算出

した． 

 CT 値のプロファイル曲線では，仮想単純 CT と単純 CT において，肝転移の中心部を横切る

ように 5 pixel 幅の線を引き，その線上の CT 値を評価した．CT 値のプロファイル曲線は横

軸に距離，縦軸に CT 値を用いてグラフ化し，仮想単純 CT と単純 CT 上の肝転移の縁の幅を比

較した． 

 すべての数値データは，Wilcoxon 符号付き順位検定を用いて分析し，p < 0.05 で統計的

に有意とした．統計分析には，SPSS バージョン 24.0（IBM Corp, Armonk, NY）を用いた． 

 

 

研  究  成  績 

 

 合計 43 病変が本研究に含まれた．肝転移の大きさの中央値は 21.0 mm（四分位間範囲

[interquartile range ; IQR] 15.5–31.0 mm）だった． 

 肝転移の CT 値は，仮想単純 CT で 51.0 HU（IQR 44.2–54.1 HU），単純 CT で 41.0 HU（IQR 

37.5–46.6 HU）であり，仮想単純 CT では単純 CT よりも有意に高かった（p < 0.001）． 

 肝実質の CT 値は，仮想単純 CT で 58.2 HU（IQR 56.3–63.5 HU），単純 CT で 61.2 HU（IQR 

59.4–64.0 HU）であり，仮想単純 CT では単純 CT よりも有意に低かった（p = 0.027）． 

肝転移と肝実質の CT 値のコントラストは，仮想単純 CT では 10.1 HU（IQR 3.2–12.8 HU），

単純 CT では 19.3 HU（IQR 14.0–25.9 HU）であり，仮想単純 CT でのコントラストは単純 CT

よりも有意に小さかった（p < 0.001）． 

 CT 値のプロファイル曲線では，肝転移の縁の中央値は仮想単純 CT で 5 mm（IQR 3.25–7mm），

単純 CT で 2 mm（IQR 2–3 mm）であり，仮想単純 CT のほうが単純 CT よりも縁が有意に鈍で

あった（p < 0.001）． 

 

 

結    論 

 

造影 CT で同定が困難な肝転移では，肝転移と肝実質のコントラストにおいて，仮想単純 CT

は単純 CT よりも有意に劣っていた．したがって DECT で肝転移を検索する際には，単純 CT の

撮像を省略することはできない． 
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